
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

様
々
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。Society 5.0

を
早
期
に
実
現
す
る
必
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
我
々
は
こ
れ
を
機
に
、

Society 5.0

を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
あ
る
べ
き
社
会
像

と
し
て
位
置
付
け
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）と
規
制
・
制
度
改
革
を
一
気
呵
成

に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

折
し
も
菅
政
権
は
、
規
制
改
革
を
政
策
の
「
ど
真

ん
中
」
に
位
置
付
け
、「
規
制
改
革
・
行
政
改
革
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン（
縦
割
り
１
１
０
番
）」
の
設
置
や
行
政

手
続
き
に
お
け
る
押
印
の
撤
廃
等
に
非
常
に
速
い
ス

ピ
ー
ド
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
旧
態
依
然
と
し
た
規
制
・
制
度
を
見
直
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
前
提
と
し
た
法
制
度
の
枠
組
み
を

再
構
築
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
経
団
連
で
は
、
昨
年
度
公
表
し
た
、

Society 5.0

の
実
現
に
向
け
た
規
制
改
革
要
望
を
改

訂
す
る
と
と
も
に
、
全
会
員
企
業
を
対
象
に
、「
ウ

ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
経
済
活
動
に
不
可

欠
な
規
制
・
制
度
改
革
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
得
ら
れ
た
回
答
約
３
０
０
件
を
精
査
し
て
、

75
項
目
の
具
体
的
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

本
稿
で
は
、
本
提
言
の
概
要
と
、
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
経
済
活
動
に 

不
可
欠
な
規
制
・
制
度
改
革
と
は

　

75
項
目
の
規
制
改
革
要
望
お
よ
び
電
子
化
要
望
リ

ス
ト
は
、
大
き
く
４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
類
す
る
こ
と

が
出
来
る
。

　

第
１
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
前
提
と
し
た
規
制
・

制
度
の
見
直
し
で
あ
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
ド

ロ
ー
ン
、
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
今
や
多

く
の
技
術
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
人
の
作
業
を

代
替
出
来
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
が
そ
の
場
に
い

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
時
代
遅
れ
の

規
制
・
制
度
が
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
例
が
、
電

気
主
任
技
術
者
、
建
設
業
の
専
任
技
術
者
、
専
属
産

業
医
、
薬
剤
師
等
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
常
駐
・
専
任

要
件
、定
期
検
査
、定
期
報
告
義
務
で
あ
る
。こ
れ
ら

の
規
制
に
つ
い
て
は
、
押
印
の
見
直
し
と
同
様
、
む

し
ろ
規
制
側
に
挙
証
責
任
を
課
し
、
遠
隔
シ
ス
テ
ム

で
は
規
制
の
目
的
が
果
た
せ
な
い
場
合
の
み
存
続
さ

せ
る
よ
う
、
抜
本
的
に
発
想
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
２
は
、
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
の
早
期
実
現
で

あ
る
。
押
印
に
つ
い
て
完
全
撤
廃
を
主
張
す
る
と
と

も
に
、
行
政
手
続
き
の
申
請
・
届
け
出
の
完
全
電
子

化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
徹
底
活
用
に
よ
っ
て
、
書

面
・
押
印
・
対
面
原
則
を
一
掃
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
ま
た
、
地
方
に
お
け
る
行
政
手
続
き
に
つ
い

て
も
、例
え
ば
道
路
使
用
・
占
用
許
可
等
、自
治
体
ご

と
に
異
な
る
手
続
き
に
つ
い
て
、
国
が
主
導
す
る
形

で
一
元
的
に
電
子
化
を
図
る
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。

　

第
３
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
促
進
に
向
け
た
労
働
・

生
活
環
境
の
整
備
で
あ
る
。
労
働
に
つ
い
て
は
、
雇

用
型
テ
レ
ワ
ー
ク
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
、
年
次

有
給
休
暇
に
関
す
る
規
制
緩
和
等
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。
加
え
て
、
在
宅
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
拡
充
す
る

た
め
の
建
築
基
準
法
の
見
直
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

の
普
及
な
ど
、
生
活
に
関
わ
る
環
境
の
整
備
も
要
望

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
あ
る
べ
き

社
会
像
の
実
現
に
向
け
て

─
２
０
２
０
年
度
経
団
連
規
制
改
革
要
望

行政改革推進委員長
富士通社長

時
ときた

田 隆
たかひと

仁

202020・12

審議員会副議長
行政改革推進委員長
日本生命保険会長

筒
つつい

井 義
よしのぶ

信

p20-21_月刊経団連12月号_特集_規制改革要望.indd   20 2020/11/12   10:06
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し
て
い
る
。

　

第
４
は
、
国
民
の
健
康
を
守
る
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
の

飛
躍
的
普
及
で
あ
る
。
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
後
も
新
た
な
感
染
症

が
発
生
す
る
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
た
医
療
体
制
の

整
備
・
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
機
会
に

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
診
療
・
服
薬
指
導
の
恒
久
化
を

実
現
す
る
の
み
な
ら
ず
、
特
定
保
健
指
導
や
産
業
医

る
た
め
の
規
制
改
革
の
検
討
が
進
ん
で
お
り
、
経
団

連
の
取
り
組
み
や
具
体
的
要
望
に
つ
い
て
説
明
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
常
設
化
さ
れ
た
規
制
改
革
推
進

会
議（
議
長
：
小
林
喜
光
）に
お
い
て
、
分
野
ご
と
に

設
置
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
参
画
し
、

具
体
的
な
要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
さ
に
今
、
規
制
・
制
度
改
革
に
は
追
い
風
が
吹

い
て
い
る
。
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
今
後
も

こ
の
好
機
を
逃
さ
ず
、
必
要
な
改
革
の
実
現
に
注
力

し
て
い
く
。
会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

の
健
康
面
談
・
指
導
な
ど
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン

の
利
用
を
前
提
と
し
た
制
度
と
し
、
普
及
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
迅
速
な
研
究
開
発
や
医
療
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
の
構
築
に
資
す
る
よ
う
、
個
人
情
報
保

護
法
の
見
直
し
も
要
望
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

規
制
改
革
の
追
い
風
を
活
か
す

　

本
提
言
の
公
表
後
、
河
野
太
郎
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣（
規
制
改
革
）

を
訪
問
し
、
本
提

言
を
建
議
し
た
際
、

河
野
大
臣
か
ら
は
、

「
書
面
・
押
印
・
対

面
原
則
や
常
駐
義

務
、
安
全
規
制
の

見
直
し
を
は
じ
め
、

出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
く
」
と

応
え
て
い
た
だ
い

た
。
実
際
、
様
々

な
取
り
組
み
が
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
我
々
は

大
変
心
強
く
感
じ

て
い
る
。
与
党
に

お
い
て
も
、
棚
橋

泰
文
自
民
党
行
政

改
革
推
進
本
部
長

の
も
と
で
、
デ
ジ

タ
ル
化
を
実
現
す

図表　規制改革要望の基本的考え方および主要テーマ

ポストコロナの社会像＝Society 5.0

デジタルトランス
フォーメーション（DX） 規制・制度改革

ポストコロナのあるべき社会像＝Society 5.0の実現に向けて、
規制・制度を抜本的に見直し、DXを推進することが不可欠

【４つの主要テーマ】

（１）デジタル技術を前提とした
 規制・制度の見直し
- 遠隔監視の導入、専任・常駐要件の緩和
- 無人配送ロボットの活用
- IoT、ロボット、３次元モデル等の活用促進
- ドローンの利活用に関する制度整備

（３）テレワーク時代の
 労働・生活環境の整備
- 雇用型テレワークガイドラインの見直し
- 在宅ワークスペースに関する制度整備
- オンライン教育の普及　

（2）デジタルガバメントの早期実現

- 押印全廃
- 申請・届出等の完全電子化
- マイナンバーの徹底活用
- 民間取引における書面規制の撤廃　

（4）ヘルステックの飛躍的普及

- オンライン診療・服薬指導の恒久化・普及
- オンライン特定保健指導の導入 
- 医療ビッグデータ構築に向けた個人情報保
護法制の整備

21 2020・12

右から河野大臣、筒井副議長、時田委員長

河野大臣への建議（2020年10月6日）
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